
図１　平城京条坊と薬師寺の位置

図２　薬師寺伽藍配置図

史料１　『薬師寺縁起』食堂部分

図４　基壇および基壇周辺の模式図

図５　階段の模式図

表１　南都の寺院における食堂の規模
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図３　伽藍寺中并阿弥陀山之図（部分）　江戸時代初期　（一部加筆）
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寺院 柱間（桁行×梁行） 寸法（桁行×梁行） 根拠

薬師寺 11間×４間 137.5尺×54尺 発掘調査

法隆寺 102尺×57尺 『法隆寺伽藍縁起并流記資財帳』

興福寺 ９間×５間 120尺×58尺 発掘調査

大安寺 145尺×86尺 『大安寺伽藍縁起并流記資財帳』

東大寺 11間×６間 196尺×98尺 『講堂院図』

元興寺 11間×４間 『堂舎損色検録帳』

西大寺 ７間×４間 110尺×60尺 発掘調査（部分）、『西大寺資材流記帳』

西隆寺 ７間×４間 ７0尺×40尺 発掘調査（部分）




